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研究成果の概要 

本研究の第一段階では、極端気象においてバタフライ・エフェクトを引き起こす主要因とされる個々の

積雲対流に着目し、その発生メカニズムの解明を試みた。特に、カオス的に発生する対流のシグナルの

理解を深めることを目的とし、ケースとして扱う積雲対流は、(a) 成熟期の台風内部のように対流活動

を強制する明瞭な環境場が存在せず、かつ (b) 先行研究において一定の知見が蓄積されている事例で

あることを基準とした。  

本年度は、これらの条件を満たす試験的なケースとして、2022 年にメキシコ湾で発生した孤立積乱雲

を選定した。このケースに対して、米国の静止気象衛星 GOES-16による水蒸気バンドを含む全天赤外放

射観測データを用い、衛星データ同化実験を実施した。数値モデルには、極端気象現象の解析に広く用

いられている非静水力学平衡モデル WRF（Weather Research and Forecasting model）を採用し、アン

サンブルカルマンフィルター（EnKF）によるデータ同化プロダクトを作成した。 今後は、このデータ

同化プロダクトに基づく不確実性推定を通じて、積雲対流の予測限界および発生起源の解明を進める

予定である。 
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